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国土交通省関東地方整備局 

鹿島港湾・空港整備事務所 

 

記 者 発 表 資 料 

平成 29 年度  ⿅島港湾・空港整備事務所の事業概要について 
 

 

平成 29 年度の鹿島港湾・空港整備事務所の主な事業概要は以下のとおりです。 

 

 

 

１．鹿島港については、近年の貨物船の大型化等に対応するとともに大規模地震に対する耐

震性能を有する新たな国際物流ターミナルを整備しており、平成 29 年度は、防波堤（南）

のケーソン据付、航路・泊地（水深 14ｍ）の浚渫等を実施する予定です。 

 

 

２．茨城港常陸那珂港区については、北関東地域の玄関口として経済・交流活動を支える重

要な港湾であり、北関東自動車道の開通も相まった海上輸送需要の増大に対応するため、

国際海上コンテナターミナル及び国際物流ターミナルを整備しており、平成 29 年度は、

防波堤（東）のケーソン据付、岸壁（水深 12ｍ）のケーソン据付等を実施する予定です。 

 

 

 

鹿島港湾・空港整備事務所ホームページＵＲＬ http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/kashima/ 
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鹿島港外港地区国際物流ターミナル整備事業

Ｈ２９年度事業費： ６９．３億円

【茨城県】 直轄

か しま こうがいこう ち く こく さいぶつりゅう せい び じ ぎょう
復興庁計上予算

鹿島港は国内有数の鹿島臨海工業地帯の原材料や製品の輸送基地として発展し、東関東内陸
部の玄関口としての重要な物流機能を担っています。近年の貨物船の大型化等に対応し、円滑な
物流を確保するため、新たな国際物流ターミナルを整備しています。

平成２９年度予定

事業の概要

○防波堤(南)のケーソン据付工及び航路・泊地(水深14m）の浚渫工等を実施する予定です。

平成２９年度予定

事業の効果

○防波堤の延伸を行うことにより港内の静穏が保たれ、岸壁での荷役作業効率が向上します。

○国際物流ターミナルの整備により大型船によって一度に大量の貨物輸送が可能となり、海上輸

送コストの削減等が可能となります。

○耐震化により、大規模地震発生後も緊急物資等の輸送拠点として機能します。
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茨城港常陸那珂港区外港地区国際海上コンテナターミナル等整備事業

Ｈ２９年度事業費：１２．７億円

【茨城県】 直轄

いばらき こう ひたち な か こう く がいこう ち く こく さいかいじょう とう せい び じ ぎょう

復興庁計上予算

【茨城県】 直轄

事業の概要

茨城港（常陸那珂港区）は北関東地域の玄関口として経済・交流活動を支える重要な港湾であり、
北関東自動車道の開通も相まって海上輸送の需要が増大しています。コンテナ貨物量等の増加に
対応し、円滑な物流を確保するため、新たな国際海上コンテナターミナル等を整備しています。

○防波堤（東）のケーソン据付工等を実施する予定です。

平成２９年度予定

事業の効果

○防波堤の延伸を行うことにより港内の静穏が保たれ、岸壁での荷役作業効率が向上します。○防波堤の延伸を行うことにより港内の静穏が保たれ、岸壁での荷役作業効率が向上します。

○茨城港常陸那珂港区におけるコンテナ等取扱能力の向上が図られます。

○北関東地域の企業が茨城港常陸那珂港区を利用することで、効率的な海上輸送が可能となり

ます。
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茨城港常陸那珂港区国際物流ターミナル整備事業

Ｈ２９年度事業費： ４．５億円

【茨城県】 直轄

いばら きこう ひたち な か こう く こく さいぶつりゅう せい び じ ぎょう

事業の概要

茨城港（常陸那珂港区）は北関東地域の玄関口として経済・交流活動を支える重要な港湾であり、
北関東自動車道の開通も相まって海上輸送の需要が増大しています。北関東地域に立地する自動
車メーカーの完成自動車の増産に対応し、円滑な物流を確保するため、新たな国際物流ターミナル
(水深12m)を整備しています。

○岸壁(水深12m)のケーソン据付工等を実施する予定です。

平成２９年度予定

事業の効果

○完成自動車取扱台数の増加と自動車運搬船の大型化に適切に対応することにより、北関東地

域からの完成自動車の海上輸送コストの削減等が可能となります。

○完成自動車や部品等含めた広範な関連産業における国内生産機能の維持・拡大に寄与します。

外港地区

【位置図】
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